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等…2～4面、医科の個別指導指摘事項②…5

面、歯科の個別指導指摘事項②…6面、協同

組合ニュース…7～8面 

 新点数テキスト

を事前に配布し、

そのテキストを使

用しての長野県保

険医協会の新点数

検討会は３月下旬

に医科、歯科とも

に５会場で実施

し、10会場、計356

医療機関から688

名の参加があり、参加医療機関数では

前回(320医療機関)を上回った。 

 医科の検討会は、５会場を通じて

240医療機関(前回235)、533名(前回614

名)名の参加があり、参加医療機関は前

回を若干上回ったが、参加者は請求事

務スタッフの参加者を院所で絞ったと

みられ前回を下回った。 

 講師は、丸山理事(松本会場)とテキ

スト作りに従事等の社保担当事務局が

講師を務め、①回復期リハビリテー

ション病棟入院料やニコチン依存症管

理料など、一定水準以上の結果を得ら

れた場合に点数評価をする、いわゆる

「アウトカム評価」が導入された項目

が増えたこと。②湿布薬の枚数制限、

長期投薬に関する規定、向精神薬多剤

投与に関する減算規定の厳格化、減薬

に対する点数の新設など、投薬に係る

改定が多く行われたこと。③在宅やリ

ハビリテーション、精神科専門療法など
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でも施設基準や算定方法に大きな変更

があったこと、などの解説が行われた。 

 なお、４月下旬には「新点数運用Ｑ

＆Ａ－レセプトの記載－」を用いた検

討会を開催。Ｑ＆Ａテキストは会場配

布となるため、出席できなかった開業

医会員には郵送にて発送となる。 

 歯科の検討会は、５会場を通じ、

116医療機関(前回85医療機関)、155名

(前回121名)の参加があり、医療機関、

参加者とも前回改定を上

回った。 

 検討会の講師は、役員３

名と歯科部員２名で５会場

を分担した。テキストを元

に、①新設の施設基準「か

りつけ歯科医機能強化型歯

科診療所」関連のう蝕の重

症化予防、歯周病の重症化

予防、口腔機能低下の重症

化予防の各点数項目、届出なしの場合 の同項目の点数の違い、②１年間の猶

予をおいて大きく変わってくる在宅医

療の届出の有無による算定区分と点

数、③変更のあった歯科固有の個別点

数項目など等に触れ、新旧点数の違い

のわかる症例も含め、講師が事前に参

加した保団連検討会の内容を踏まえて

説明を行った。 

 患者への情報提供書、保団連発行の「歯

科疾患管理計画書」－現在のお口の状

態－2014 年10月版(以下で「旧版」と略)

は、初回用・継続用ともに、今回改定で厚

生労働省の示す様式自体に変更がなかっ

たため、改定後も取り繕い無しで利用で

きる。初回・継続用とも「旧版」の在庫が

なくなり次第、「新版」発行となる。その

際、「次回から不要の方は上記備考欄に

『文書不要』とご記入ください……」部分

は削除するとのこと。情報提供書はＢ５

 ４月21日に長野保険医協会

では国会行動を実施、鈴木会

長、河原田、林各常任理事、

市川保団連理事が参加した。

同日はＴＰＰ批准阻止アク

ション実行委員会の主催の院

内集会が議員会館内であり、

午前中はＴＰＰに関する要請

書を県選出国会議員に提出す

るなどの陳情懇談を行い集会

に合流した。 

 要請書は、十分な情報開示

と医療分野への影響が想定さ

れる事項を掲げ、国会での徹

底審議を求めるもので日本の薬価制度

に与える影響やＩＳＤＳ条項やラチェット

 

医科新点数検討会松本会場(3/24)は一番多い76医療機関177名の参加があった 

 

 

歯科で最多の松本会場(3/24)は40医療機関56名の参加があった 

 条項の適用の懸念を指摘した。また本

会が行った受診実態調査結果を報告す

るとともに患者窓口負担増計画の中止

を求める署名の趣旨を説明した。更に

保団連で準備の熊本地震における被災

者医療と医療提供体制確保に関する緊

急要望も併せて提出した。 

  ＴＰＰ交渉にかかる情報開示と徹底審

議を求めます「ＴＰＰを批准させない4.21

院内集会」には約250人が参加、冒頭に

ＴＰＰ交渉差止・違憲訴訟の会の代表で

あり実行委員会の呼びかけ人でもある

原中勝征元日医会長より挨拶、オール

ジャパン平和と共生運営委員の植草一

秀氏の「いのちとくらしを蝕むＴＰＰ甘

いマスクと悪魔の素顔」と題するミニ

講演ではＴＰＰを阻止しな

ければならない訳とし

て、▽強欲大資本のため

の枠組みであること▽ＩＳ

ＤＳ条項は主権の喪失で

あること▽農業崩壊、食

の安全や医療保障の崩壊

をもたらす災厄であるこ

との３点をが強調された。 

   集会にはＴＰＰ特別委員会の委員の国

会議員らも駆けつけ、熊本地震の復興

支援対策もあり今国会では継続審議と

なる見込みであるが「審議延長ではな

く批准を阻止すべきだ」「ＴＰＰを参院

選の争点に」と口々に訴えた。 

  住江保団連会長は薬事行政への介

入、新薬の特許の問題など医療分野へ

の影響を指摘し、その本質は経済覇権

主義にもとづく多国籍企業の強奪であ

り、植民地的協定だとしてＴＰＰそのも

のを葬り去る国民世論をつくる必要が

あると決意表明。最後に実行委員会の

呼びかけ人の山田正彦元農水大臣がＴＰ

Ｐの下では安定して平等で安価な医療を

国民に提供できないとする病院や医療

団体等による第３次訴訟を予定している

ことを報告、引き続く抗議のアピール行

動、全国的な反対運動を提起した。  

 

長野の役員らが参加した衆議院第２議員会館内での集会  

サイズ複写式で１冊500円(税送料込み)。

ご注文は、協同組合026-223-0345まで。 


